


計画 の 理念 

この 計画 で は 、「 い わ て 県 民 計 画 ] の 成果 を 引き 継ぎ つつ 、 県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 合い 
な が ら 、 幸福 を 追求 し て いく こと が で きる 地域 社会 の 実現 を 目指 し 、 幸福 を 守り 育て る た め の 取 組 
を 進め て いき ます 。 

その た め に は 、 県 は も と より 、 県 民 、 企業 、 NPO、 市 町 村 な ど 、 地域 社会 を 構成 する あら ゆる 
主体 が 、 そ れ ぞ われ 主体 性 を 持っ て 、 共に 支え 合い な が ら 、 地方 の 暮らし や 仕事 な ど 、 岩手 県 の 将 
来 像 を 描き 、 そ の 実現 に 向け て 、 み ん な で 行動 し て いく こと が 大 切 で す 。 

また 、 社 会 的 に 弱い 立場 に ある 方 々 が 、 地域 や 職場 、 家庭 な ど で の つなが り が 薄れ る こと に よっ 
て 孤立 する こと の な いよ うに 社会 的 包摂 (ソー シャ ル ・ イ ンク ルー ジョ ン ) の 観点 に 立っ た 取組 を 進 
め る こと も 重要 で す 。 








世界 の 変化 と 展望 日 本 の 変化 と 展望 
人 @ 和 経済 ・ 社 会 の グロ ー バ ル 化 や 第 4 次 産業 @ 急 速 な 人 口 減少 と 高齢 化 の 進行 は 、 社会 
革命 が 進展 し て いま す 。 保障 制度 や 経済 活動 、 社会 生活 な ど に 
@ 地 球 温暖 化 が 進行 し て いま す 。 様々 な 影響 を 及ぼ し て いま す 。 
資源 ・ エ ネル ギー、 食料 の 需要 が 急増 し @@ 「 心 の 豊か さ ] や 「 ゆ と り ] と いっ た 要素 を 
て いま す 。 重視 する 層 が 拡大 し て いま す 。 











岩手 の 変化 と 展望 復興 、「 強 み ・ チ ャ ンス 」 と 「 弱 み ・ リ スク 」 一 
@ 岩 手 県 の 総 人 口 は 、 自然 減 と 社会 減 が あい まっ て 減少 局面 に あり ます 。 人 口 減少 対策 を 進め 
て いく 上 で は 、 様 々 な 「 生 き に くさ 」 を 「 生 き や す さ 」 に 転換 し て いく こと が 重要 で す 。 
@ 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 引き 続き 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 また 、 日 本 そし て 世 
界 の 防災 力 の 向上 に 貢献 で きる よう 、 東日本 大 震 災 津波 の 事実 を 踏ま えた 教訓 を 伝承 し 、 復 
興 の 姿 を 国内 外 に 発信 し て いく こと が 求め られ ます 。 





= 本 = 様 


東日本 大 岩 災 津波 の 経験 に 基づき 、 
引き 続き 復興 に 取り 組み な が ら 、 
お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 





@ この 計画 は 、 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 の 取組 の 中 で 、 FU, 培っ た 経 
験 を 生か す も の と し ます 。 

この 計画 の も と 、 引 き 続き 復興 に 取り 組み 、 一 日 も 早い 安全 の 確保 、 暮らし の 再建 、 
な り わ い の 再 生 を 目指 す と と も に 、 東日本 大 震 災 津波 の 教訓 を 未来 に 向け て 伝承 ・ 
発信 し て いき ます 。 

また 、 復 興 の 実践 で 培 わ れ た 一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 姿勢 を 復興 の みな ら 
ず 、 県 政 全 般 に 広げ 、 県 民 相互 に 、 さら に は 、 岩手 県 と 関わ り の ある 人 々 が お 互い 
に 幸福 を 守り 育て る 岩手 を 実現 し ます 。 

0 その よう な 岩手 が 、 全 て の 県 民 が 希望 を 持つ こと の で きる | 希望 卿 いわ て ] に な り 
ます 。 


SF Me S O Dt Dit 
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= 復興 推進 の 基本 方 向 





三陸 の より 良い 復興 (Build Back Better) の 
実現 に 向け た 取組 を 推進 し て いさ きま す 。 


「 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 向け た 基本 方 針 ] に 位置 付け た 2 つの 原則 被災 者 の 人 間 ら し い [暮らし 」 [FUN 
「 仕 事 ] を 確保 し 、 一 人 ひと り の 幸福 追求 権 を 保障 する こと 」、「 犠 牲 者 の 故郷 へ の 思い を 継承 する こと ] を 引き 継ぎ 、 こ 
の 計画 に 基づく 政策 の 推進 や 地域 振興 の 展開 と 連動 し な が ら 、 取 組 を 推進 し て いき ます 。 





singe | いのち を 守り 海 と 大 地 と 共に 生き る ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 





B 1 参画 へ 若者 ・ 女 性 な どの 参画 に よる 地域 づく り を 促進 し ます ~ 
= 2 交流 人 や モノ の 交流 の 活発 化 に よる 創造 的 な 地域 づく り を 促進 し ます ~ 
m 3 連携 多様 な 主体 が 連携 し 、 復 興 な どの 取組 を 推進 し ます ~ 




















「 よ り 良 い 復 興 >4 本 の 柱 ~」 と 取組 方 向 











Oooo 店 





安全 の 確保 暮らし の 再建 





























































































































































































































津波 に より 再び 人 命 が 失 われ る こと の な いよ う 、 多 重 防災 型 ま 住宅 や 仕事 の 確保 な ど 、 被災 者 一 人 ひと り の 生活 の 再建 を 
ち づ く りや 災害 に 強い ライ フラ イン の 構築 な ど に より 、 災 害 に 強く EJ. 
安全 で 安心 な 暮らし を 支え る 防災 都市 ・ 地 域 づ くり を 推進 し ます 。 また 、 医 療 ・ 福 祉 ・ 介 護 体制 な ど 生命 と 心身 の 健康 を 守る シ 
また 、 災 害 に 強い 交通 ネッ トワ ー ク を 構築 し 、 住 民 の 安全 を ステ ム や 教育 環境 の 再 構築 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 へ の 支援 な 
確保 し ます 。 ど に より 、 地域 に お ける 生活 の 再建 を 図り ます 。 




































































































































































































































































































































































な り わ い の 再 生 未来 の た め の 伝 承 ・ 発 信 
生産 者 や 事業 者 が 意欲 と 希望 を 持っ て 生産 ・ 事 業 活動 を 行 本 を 代表 する 岩 災 津波 学習 拠点 と し て 東日本 大 岩 災 津 
える よう 、 生産 体制 の 構築 、 金融 面 や 制度 面 の 支援 な ど に より 、 流 伝承 館 を 整備 し 、 東日本 大 震 災 津 波 の 事実 を 踏ま えた 教訓 
農林 水産 業 、 商 工業 な ど 地 域 産業 の 再生 を 図り ます 。 を 伝承 し 、 そ の 教訓 を 防災 文化 の 中 で 培っ つて いき ます 。 
また 、 地 域 の 特色 を 生か し た 商品 や サー ビス の 創出 、 高 付加 また 、 復 興 の 姿 を 国内 外 に 発信 する こと に より 、 将 来 に わ 
価値 化 や 生産 性 向上 な どの 取組 を 促進 する ほか 、 新た な 交通 ネッ こり 復興 へ の 理解 を 深め て いき ます 。 
トワ ー ク に よる 物流 効果 を 生か し て 地域 経済 の 活性 化 を 図り ます 。 














いわ て 県 民 計 画 (2019-2028) 





政策 推進 の 基本 方 向 


| 10 の 政策 分 野 ] の も と 





一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 取組 を 展開 し て いき ます 。 


県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 合い な が ら 、 幸福 を 追求 し て いく こと が で きる 地域 社会 を 実現 し て いく た め 、 多様 性 
の 視点 や 社会 的 包摂 (ソー シャ ル ・ イ ンク ルー ジョ ン ) の 視点 を 重視 し な が ら 、 地域 社会 を 構成 する あら ゆる 主体 と と も 


に 、「10 の 政策 分 野 ] の 取組 を 展開 し て いき ます 。 


(32 FR Riss 
健康 寿命 が 長 
く 、 い きい き と 暮 
ら す こと が で き 、 
また 、 自分 らし く 
自由 な 時 間 を 楽 ヾ * 

し むこ と が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 


























家族 ・ 子 育て 人 時 
家族 の 形 に 応じ 
た つなが りや 支え 
合い が 育ま れ 、 ま 
た 、 安心 し て 子 育 
て を する こと が で 
きる 岩手 を 目指 し ます 。 























Hass 

学び や 人 づく 
り に よっ て 、 将 
来 に 向かっ て 可 
能 性 を 伸ばし 、 
自分 の 夢 を 実現 
で きる 岩手 を 目指 し ます 。 























居住 環境 ・ 
コミ ュ ニ ティ 分 野 
不便 を 感じ な い 
で 日 常 生 活 を 送る 
こと が で き 、 また 、 
人 や 地域 の 結び 付き の 中 で 、 助け 合っ て 暮らす こ 
と が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 




















安全 分 野 


災害 を は じ め と し 
た 様々 な リス ク へ の 
備え が あり 、 事故 や 
犯罪 が 少な く 、 安全 
で 、 安心 を 実感 する 
こと が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 


























二 また 、 や り が いと 生活 を 支え る 所 得 
得 ら れる 仕事 に つく こと が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 

















豊か な 歴史 や 
文化 を 受け 継ぎ 、 
愛着 や 誇り を 育ん 
で いる 岩手 を 目指 
し ます 。 














自然 环境 分 时 
一 人 ひと り が 恵 
まれ た 自然 環境 を 
守り 、 自然 の 豊か 
さと と も に 暮らす こ 
と が で きる 岩手 を 
目指 し ます 。 























社会 基盤 分 時 


防災 対策 や 
産業 振興 な ど 
幸福 の 追求 を 
支え る 社会 基 
盤 が 整 つ っ てい 
る 岩手 を 目指 し ます 。 
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5 
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参画 分 野 

男女 共同 参 
画 や 若者 ・ 女 
性 、 高齢 者 、 障 
が い 者 な どの 活 
躍 、 幅 広い 市 民活 動 や 県 民 運 動 な ど 幸 福 の 追 求 
を 支え る 仕組 み が 整 っ て いる 岩手 を 目指 し ます 。 
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= 新しい 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 





新しい 時 代 を 切り 拓く 11 の プロ ジェ クト を 掲 び 
戦略 的 、 積 極 的 に 推進 し て いき ます 。 


10 年 後 の 将 来 像 の 実現 を より 確か な も の と し 、 さら に 、 そ の 先 を 見 据え 、 長期 的 視点 に 立ち 、 岩手 らし さ を 生 か し 
た 新た な 価値 ・ サ ービス の 創造 な どの 先導 的 な 取組 を 進め て いき ます 。 


国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 実現 に より 、 世 

界 ト ッ プ レベ ル の 頭脳 や 最 先端 の 技術 、 高度 な 人 
材 が 集積 され る こと か ら 、 イノ ベー ショ ン を 創出 する 環境 の 整 
備 な ど を 進め る こと に より 、 知 と 技術 が 集積 され た 国際 研究 損 
点 の 実現 を 目指 し ます 。 


] ILC プ ロジ ェクト 




















北上 川 バ レー プロ ジェ クト 
県 央 ・ 県 南 広域 振興 陣 に また が る 北上 川 流域 
に お いて 、 広域 的 な 連携 の 更 な る 促進 や 、 第 4 
次 産業 革命 技術 の あら ゆる 産業 分 野 、 生活 分 野 へ の 導入 な ど 
を 通じ 、 働き や すく 、 暮 らし や すい 、21 世紀 の 先行 モデル と な 
る ゾー ン の 創造 を 目指 し ます 。 
































三陸 防災 復興 グー ンプ ロジ ェクト 
東日本 大 居 災 津波 か ら の 復興 の 取組 に より 大 き 
く 進展 し た まち づく りや 交通 ネッ トワ ー ク 、 港 洲 機 
能 な ど を 生か し た 地域 産業 の 振興 を 図る と と も に 、 国内 外 と の 
交流 を 活発 化す る こと で 、 岩手 県 と 国内 外 を つなぐ 海 側 の 結節 
点 と し て 持続 的 に 発展 する ゾー ン の 創造 を 目指 し ます 。 









































4 北 い わ て 産業 ・ 社 会 革新 ゾー ンプ ロジ ェクト 
特徴 的 な 産業 の 振興 や 交流 人 口 の 拡大 、 再 生 
可能 エネ ルギー 資源 の 利用 促進 な ど 、 北 いわ て の 

ポテ ン シ ャ ル を 最大 限 に 発揮 させ る 地域 振興 を 図る と と も に 、 
人 口 減少 と 高齢 化 、 環境 問題 に 対応 する 社会 づく り を 一 体 的 に 
推進 し 、 持 続 的 に 発展 する 先進 的 な ゾー ン の 創造 を 目指 し ます 。 























5 活力 ある 小 集落 実現 プロ ジェ クト 


人 や 地域 の つなが り が 大 切 に され て いる 岩手 県 

の 風土 を 土台 と し な が ら 、 第 4 次 産業 革命 技術 や 
遊休 資産 を 生か し た 生活 サー ビス の 提供 、 人 材 ・ 収 入 の 確保 、 
都市 部 と の 交流 の 促進 な ど 、 住民 主体 の 取組 の 促進 を 通じ て 、 
活力 ある 地域 コミ ュ ニ ティ の 実現 を 目指 し ます 。 














6 農林 水産 業 高 度 化 推進 プロ ジェ クト 

情報 通信 技術 (ICT) や ロボ ッ ト 等 の 最 先端 技術 

を 最大 限 に 活用 し た 生産 現場 の イノ ベー ショ ン に 

よる 飛躍 的 な 生産 性 の 向上 、 農林 水産 物 の 新た な 価値 の 創出 

等 の 取組 を 通じ て 、 農林 水産 業 の 高度 化 を 推進 し 、 収益 性 の 
高い 農林 水産 業 の 実現 を 目指 し ます 。 
























































7 健幸 づく り プ ロジ ェクト 


県 立 病院 ・ 大 学 等 で 保有 する 医療 デー タ や 健 

診 機関 で 保有 する 健 診 デー タ 等 を 生か し 、 健 康 ・ 

医療 ・ 介 護 デ ー タ を 連結 する ビッ グ デ ー タ の 連携 基盤 を 構築 し 、 
その 活用 を 通じ て 、 健 康 寿 命 が 長く いき いき と 暮らす こと の で 

















8 学び の 改革 プロ ジェ クト 


人 工 知能 (Al) を は じ め と する 第 4 次 産業 革命 

技術 を 活用 し 、 就学 前 か ら 高校 教育 まで の 質 が 高 
く 切 れ 目 の な い 教 育 環境 の 構築 を 通じ て 、 新 た な 社会 を 創造 し 、 
岩手 県 の 未来 を けん 引 す る 人 材 の 育成 を 目指 し ます 。 












































きる 社会 の 実現 を 目指 し ます 。 
文化 ・ ス ポー ツレ ガ シ ー プ ロジ ェクト 
岩手 県 が 誇る 世界 遺産 や 多彩 な 民俗 芸能 、 文 
化 芸 術 ・ ス ポー ツ へ の 関心 の 高まり を 、 次 の 世代 
に つなげ て いく た め 、 官民 一 体 に よる 推進 体制 の 構築 な ど に よ 
り 、 県 民 が 日 常 的 に 文化 芸術 や スポ ー ツ に 親しみ 、 楽 しみ 、 そ 
し て 潤う 豊か な 社会 の 実現 を 目指 し ます 。 














岩手 県 の 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 最 

大 限 に 生か し 、 再生 可能 エネ ルギー 由来 の 水素 を 

多様 な エネ ルギー 源 の 一 つと し て 利 活用 する 取組 を 通じ て 、 低 
炭素 で 持続 可能 な 社会 の 実現 を 目指 し ます 。 


10 水素 利 活 用 推進 プロ ジェ クト 

















[+ 


じん こう 
人 交 密 度 向上 プロ ジェ クト 
第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し て 、 岩手 県 の 
城 や 人 々 と 多様 に 関わ る | 関係 人 口 」 の 質 的 ・ 上 
的 な 拡大 を 図り 、 世 界 中 が いつ で も 、 どこ で も 岩手 県 と つなが 
る 社会 を 実現 し 、 関係 人 口 の 総 続 的 か つ 重 層 的 な ネッ トワ ー ク 
形成 な ど に よる 「 人 交 密 度 ] の 向上 を 目指 し ます 。 
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ーー 地域 振興 の 展開 方 向 


住民 に 身近 な サー ビス は 、 市 町 村 が 担う こと を 基本 と し つつ 、 より 
広域 的 な 視点 か ら 、 4 広域 振興 圏 の 振興 を 進め る と と も に 、 REA 
ひと り の 幸福 を 守り 育て 、 持続 可能 な 地域 社会 を 築い て いく た め 、 E 
地域 の 特性 を 十分 に 踏ま えた 取組 を 進め て いき ます 。 


県 央 広域 振興 園 県 北 広域 振興 園 
【 目 指す 姿 GELES 
ARERTSENLLT. ER N 多様 か つ 豊 富 な 資源 ・ 技 術 、 培 わ 
暮らし の 新た な つなが り を 生み 出す 連 れ た 知恵 ・ 文 化 を 生か し 、 北 東北 、 北 
携 の 深化 に より 求心力 を 高め 、 東 北 海道 に 広がる 交流 ・ 連 携 を 深め な が 
の 拠点 と し て の 機能 を 担っ て いる 地域 ら 、 新 た な 地域 振興 を 展開 する 地域 


県 南 広域 振興 圏 沿岸 広域 振興 圏 
【 目 指す 姿 】 【 目 指す 姿 】 

人 と の つなが り 、 県 南 圏 域 の 産業 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 を 着実 
集積 や 農林 業 、 多様 な 地域 資源 を 生 に 進め 、 そ の 教訓 を 発信 し 、 新た な 交 
か し な が ら 、 暮 らし と 産業 が 調和 し 、 通 ネ ットワーク や 様々 な つなが り を 生か 
世界 に 向け 岩手 の 未来 を 切り 拓く 地域 し た 新しい 三陸 の 創造 に より 、 BAW 

に 開か れ た 交流 拠点 と し て 岩手 の 魅力 
を 高め 、 広げ て いく 地域 




















































































































行政 経営 の 基本 姿勢 





県 は 地域 を 担う 主体 の 一 つと し て 、 推進 力 と な る 人 と 人 、 人 と 地域 資源 を つなぎ 、 県 民 一 人 ひと り が 主役 の 地域 づ 
くり を 支え 、 岩手 全体 の 底力 を 高め 、 地域 の 力 が 最大 限 発 揮 さ れる よう 県 民 と と も に 歩む 行政 を 目指 し て いき ます 。 

また 、 復 興 の 過程 で 学び 、 培っ た 経験 を も と に 、 県 民 一 人 ひと り 、 そ し て 社会 と し て お 互い に 幸福 を 守り 育て る と と 
も に 、 広 く 県 外 に 向け て 誇れる 岩手 の 実現 を 目指 し 、 行政 経営 の 質 の 向上 に 取り 組み ます 。 

以上 の 認識 の も と 、 県 民 の 信頼 に 応え る 、 より 質 の 高い 行政 経営 を 進め 、 この 計画 に 掲げ た 政策 の 実効 性 を 高め 、 
東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 と 「 希 望郷 いわ て 」 の 実現 に 貢献 し て いき ます 。 





県 内 外 の 様々 な 主体 と 協 働 し 、 岩 手 県 民 が 相互 に 幸福 を 守り 育て る と と も に 、 


DEVE | 広く 県 外 に 向け て 幸福 を 守り 育て る 機会 提供 する こと が で きる 岩手 の 実現 

















「4 本 の 柱 」 と 取組 方 向 
地域 意識 に 根ざし た 高度 な 行政 経営 を 効率 的 な 業務 遂行 や 戦略 的 で 実効 性 の 

] 県 民 本 位 の 2 支え る 職員 の う ワー ク ・ ラ イフ ・ バ パラ ンス に Ly ある マネ ジメント 
行政 経営 の 推進 能力 向上 配慮 し た 職場 環境 の 実現 改革 の 推進 

















詳し く ご 覧 に な り た い 方 は こち ら か ら ! 

















いわ て 県 民 計 画 (2019~2028) ES. https://www.pref.iwate.jp/kensei/seisaku/suishin/1018014/index.html Ara 
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